










































































































































































































































































































































































































・太鼓－「ドチ」また太鼓をゆっくりと叩く「雷」) →草に隠れる。( 太鼓を叩く「ドチ」) →床に寝っ転が
る (「好きなところへ言っていいよ」と太鼓を叩く「雷」) →草に隠れる。( 太鼓をたたいて「今度は『ピタ』」
・話し合い (「『ピタ』て言ったけど、どんな感じ？」) との問いに「くっつく」と答える (「じゃ、『ピタ』














一緒？考えてよ」）→動きに変化見られず、動きにくい様子。（｢ ポン ｣ →両足でジャンプして低い姿勢で
着地する・手を叩く・おなかを叩く。（「グニャグニャ」）→身体をゆっくりとくねらす・腕を振る。（「ポキ」）
→身体を斜めにして止まる・腰を前後左右に曲げて止まる・首や膝を曲げて止まる ｡（「グニャグニャ・ポキ」
を繰り返す・「ポキ」を連続する）→だんだん低い姿勢になっていく。（「ザー」）→両手を挙げてジャンプ・
手を上から下に。（「ゴーン」）→全体的に動けない様子。一人の男児が走り出す。
・話し合い　（「『ザー』て、どんなときこの音がすると思った？」）の問いかけに対して「雨・水道の水・
砂を持ち上げるとき・砂が墜ちるとき・落とすとき」など口々に答える。（「じゃ、『ゴーン』は？」「『ゴー
ン』ていう音だよ」）とたずねられ、「雷・ライオン・風・台風」などと答える。（「『ザー』のとき『雨のザー』
て言ったら『雨のザー』をやってよ。『シャワーのザー』て言ったら『シャワーのザー』だよ。砂も同じだよ」）
・音の言葉を動いてみる。
（「雨のザー」）→ゆっくり足音を立てずにジャンプを指、手は上から下に下ろす。（「シャワーのザー」→跳
ばないで、手のみ上から下へ動かす。（「雨と一緒？」）→膝を曲げたり、手をキラキラと揺らす。（「砂のザー」）
→動きづらそうにしている ｡（「砂が落ちてきた。みんなが砂だよ」）→身体を左右に揺らして小さくなる・
ジャンプをして低い姿勢になる。
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立てずにゆっくりスローモーションで出てくる
ことを促しており、速度の変化や急激な静止な
どの動きの変化を体現させていることがわか
る。
　本日の「中心的な内容」としては、絵本「が
ちゃがちゃ　どんどん」10）を見せ、本の中にあ
る音の言葉を自分の身体を使って表現すること
に挑戦させている。
時間 子どもの姿と（保育実践者の援助）
14’15”
15’00”
15’45”
16’34”
19’50”
22’25”
23’35”
33’10”
・話を聞きながら　（「じゃ、今度は風の音。『ゴーン』という風の音はどんなとき？」と聞かれ、「冬・うずまき・
たつまき・」と答え、→手を揺らす・走り出す・回り出す。ジャンプターンをする男児も見られる。
（「トントン」「チンチン」「カンカン」の 3 種類の言葉を数回ずつ順番に言う）→すべて手を叩く・小さく
弾むなどであまり動けない。（「トンチンカン」と 3 種類を連続させて言う）→なお、変化は見られない。
（「グワッ」）→上に手を大きく広げてポーズ・ジャンプ。（「ガチガチ」）→足踏み。（「サラサラ」）→手和揺
らして低くなりながら手も下に「波の音」という声も聞こえる。（「ドーン」）→ジャンプ
・話し合う　（「『サラサラ』て言ったとき、何が浮かんだ？」）との問いに対し、「波・池・風邪・サラ粉・塩・
砂糖」と答えるが、（『砂糖』を『納豆』と聞き間違え「納豆？」「納豆は何だ？」と聞く）と、「ネバネバ」
と答え（「ネバネバやって」）と言われ身体を揺らすが粘り感の表現は乏しい。
(「『ゴーン』は何が浮かぶ？」) との問いには、「除夜の鐘・太鼓・時計・ハンマー・ベルの音・線路」な
ど思いつくままに発言する。
・音の言葉を動いてみる
（「『ゴーン』ていう音やってみて。『ゴーン』」）→ハンマーを叩く真似・身体を硬直させて「キオツケ」の
姿勢でジャンプ。（「チン」）→股間を触る（「パンパン」）→手を叩く・頭を叩く・おなかを叩く。（「ドカー
ン」）→大きくダイナミックにジャンプ・大きな姿勢で止まる。（「トポン」「ピチャ」）→立ったまま。（「パ
チッ」）→手を叩く（「手を叩いたら音は出るけど、身体はどうなる？」→ジャンプ。（「ピーン」）→「キオ
ツケ」の姿勢で立っているだけの子どもが多い。それを見て「鉛筆だ」の声。（「この音を身体でやってよ」）
→「キオツケ」の姿勢で寝転ぶ・手をまっすぐ横にピンと伸ばす。両手を前にピント伸ばすなどの工夫を
しほめられる。（「ブス」）→小さくなる。（「プーン」）→「おならだ」との声はするが動けない。
・話を聞く（「これ覚えてる？」と絵本「もこもこもこ」を見せ、「前にやったの思い出してよ。『モコ』は？
『ニョキ』は？どうやった‥」
まとめ
車座に座って話をする。（「今日のこと思い出して」「この本どんな本だった？」と絵本「ガチャガチャ　ド
ンドン」を子どもからの声を聞く。さらに、「先生最初にどう言ったっけ？」と今日のねらいについても振
り返る。
（「さくら組さん、立派になったね」とほめて、片付けを手伝ってくれるように頼む）挨拶をする。
図４．５歳児の保育の展開と子どもの姿（41人・33分10秒）
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　具体的に子どもの表現を見てみると、「ガチ
ャガチャ」は座った状態で足をバタバタして表
したり、首を振っている。「ドンドン」では両
足ジャンプや片足で強く足踏みをしている。「カ
ーン」という言葉ではバットで打つ真似や、自
分の頭を叩く姿が見られた。「チンチン」と「リ
ンリン」は軽く両足で跳んでおり、動きに差が
見られなかったが、「ポン」ではジャンプから
低い姿勢で止まったり、手やお腹を叩いていた。
また、「グニャグニャ」では身体をゆっくりと
くねらせたり、腕を振っていた。「ポキッ」は
身体を斜めにしたり、腰、首、膝などを曲げて
止まることで表すなど、いろいろな表現を自分
なりに工夫する子どもの姿が確認できた。
　次に、「ザー」という音から何をイメージす
るかについて、子どもがイメージした「雨・シ
ャワー・砂」などを描きながら動いているが、
その違いを表現することは難しいようであっ
た。最後に、「ガチガチ・サラサラ・ピーン」
などの言葉の表現も試みていた。
　子どもたちは擬音語をシャワーのように浴び
せかけられることによって、無意識に身体を動
かすなかで、感覚的に身体を動かす楽しさを感
じていたと捉えられる。
　すなわち、同じ「草むらごっこ」ではあっても、
特に「中心的な内容」は異なっていた。さらに、
どの年齢も「草むら」を活用していた「導入」
においても、３歳児はひたすら「草むら」から
の出入りを繰り返していたが、４歳児になると
「草むら」の周囲を全速力で走って、ピアノが
止まれば静止したり、転がるなど動きが多様化
している。さらに、５歳児では「草むら」に隠
れたところから、スローモーションで出てくる
ことで、自分の身体をコントロールしており、
年齢に応じた動きの拡がりが確認できた。
（３）「草むら」の活用
　今回の保育は、保育実践者が「草むらごっこ」
と名付けた保育であり、どの年齢も６個の「草
むら」が設置されたホールでの実践であった。
その内容は前節に記したように、３歳児は「だ
んごむし」、４歳児は「布」、５歳児は「オノマ
トペ」を手がかりにした身体表現あそびが中心
になっており、年齢による異なりが明確であっ
た。
　さらに、環境として設定されていた「草むら」
の活用についても異なりがあったことが確認で
きた。保育実践者との省察から年齢別の活用と
位置づけについて見てみる。
　まず、３歳児においては「ねらい」にも「草
むらを基地として」と明記されているように、
「導入」で「草むら」に隠れる練習をし、その
後「だんごむし」になっても、隠れたり食べた
りすることで「草むら」を活用していた。
　つまり、「草むら」は動きを切り替えるきっ
かけとして機能しているだけではなく、６個設
置してあることにより、子どもたちの動線を複
雑にするための役割を果たしている。さらに、
「草むら」から他児の動きを見ることも可能で
あり、見た動きや表現を自分なりに取り入れる
ことにつながっている。これらのことから、３
歳児の子どもたちにとっては、「草むら」が「表
現を繰り出していく基地」になっていると考え
られる。
　４歳児の保育においては、主に「導入」で「草
むら」を活用していたが、子どもたちの姿から
周囲を走り、転がったりする中で「自己をさら
け出し、自分らしさを出す」ことに「草むら」
が生かされていると推察できる。
　さらに、「布」を使用しているときにも、お
化けが出てくる場所として「草むら」を活用し
ていたが、子ども自らの意志で「草むら」から
出てきたり、隠れたりしている姿も確認でき、
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子どもの中に「表現を引き出す雰囲気」として
位置づいていることが読み取れた。
　５歳児の保育においては、前回の遊びから６
ヶ月が経過しているので、「草むら」を設置す
ることによって、前回の遊びの楽しさを子ども
の心に甦らせる効果を保育実践者はねらってい
た。そして、「導入」の部分で子どもたちがそ
の楽しさを実感できるよう、激しい動きからゆ
っくりした動きに移るきっかけとして「草むら」
を活用している。
　さらに、保育実践者自身は保育の中で使用す
る意図はなくても、友達の動きを見るとき、集
団から外れたくなったとき、動きのイメージを
膨らませるときなどに、子どもの意志で活用で
きることを考慮して「草むら」を設置していた。
４．ま　と　め
　身体表現あそびの実践は、やりたくても「難
しい」「うまくいかない」と言う学生や保育者
の声を多く耳にしてきた。最近の研究結果11）か
ら、具体的なきっかけを用いることが、このよ
うな悩みの解決につながるのではないかと考
え、今回、平野の「草むらごっこ」の保育内容
を検討することを試みた。その結果明らかにな
った年齢別の保育内容の検討から、「草むら」
の活用や位置づけと効果についてまとめたいと
考える。
　まず、「草むらごっこ」とは、「草むら」が設
置された空間でおこなわれる身体表現あそび全
般であり、「草むら」の活用の有無・活用の仕
方などについては、全くの自由であることがわ
かった。また、どの年齢においても「草むら」
が活用された「導入」を比較すると、加齢に伴
い動きに拡がりが見られ、「中心的な内容」では、
年齢に応じて全く違う内容が実践されているこ
とが確認できた。
　一方、どの年齢の「草むらごっこ」においても、
「草むら」の存在自体が、ホールを表現空間と
して子どもたちに認識させる役割を果たしてい
た。子どもたちは、今年度の４月にも経験して
いるので、ホールで「草むら」を目にした瞬間、
平野とともに、これからおこなわれるであろう
遊びを予測することができ、保育実践者が奮闘
努力することなく、子どもたちを表現の世界へ
導き入れることを可能にしている。
　さらに、子どもたちは「草むらごっこ」を楽
しい遊びとして認識している。この楽しさの原
点は、「草むら」に隠れ、「草むら」から出てく
ることにあり、特に３歳児では、この「隠れる－
出る」際に味わったワクワク感が、次の実践や
「草むら」の印象のなかに生かされていき、身
体表現あそびがもつ楽しさの認識として根付い
ていくことが期待できる。
　したがって「草むら」の姿は子どもたちの心
に身体表現あそびを連想させると同時に、表現
の雰囲気を醸し出す「シンボル」として大きな
役割を果たしていることが読み取れた。
　次に、表現時の環境としての「草むら」は、
自分の表現を繰り出すきっかけや自分のイメー
ジを膨らませたい時々に、リアルタイムで子ど
もの役に立っている。身体表現あそびの前に歌
を歌ったり、絵本を読むことから始める実践も、
表現のきっかけやイメージを膨らませる等の点
で、実践へのハードルを低くするために一定の
効果が認められているが、「草むら」は表現時
においても環境としてそこに存在することが可
能であり、ライブでのきっかけ作りやイメージ
作りに貢献することができる。この点が「草む
ら」の大きな特徴である。
　さらに、それだけではなく、他児を見る「基地」
として、あるいは、集団から外れたくなったと
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きなどの、謂わば「オアシス」として、直接的
に活用することができる物的な環境の役割も果
たしており、その設置により子どもたちの動線
を複雑にする効果も認められた。
　すなわち、「草むら」が身体表現あそびの実
践において魅力的で有効な手がかりであること
が認められたと言えるだろう。しかし、その効
果においては、最初の段階で、「草むら」から
隠れたり出たりすることの楽しさを、十分に経
験できる保育内容として実践できるか否かが鍵
を握っていると推察できた。したがって、今後
は、「草むら」とはじめて出会う最初の段階の
保育内容について研究を継続したいと考える。
　なお、本稿は2011年度日本保育学会第64回大
会（玉川大学）でのポスター発表12）の一部である。
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